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ア  学 則 変 更 （ 収 容 定 員 変 更 ） の 内 容  

 

令 和 ５ 年 度 大 学 ・ 高 専 機 能 強 化 支 援 事 業 （ 高 度 情 報 専 門 人 材 の 確 保 に 向 け
た 機 能 強 化 に 係 る 支 援 ） へ の 申 請 に 伴 い 、 令 和 6 年 4 月 に 、 本 学 理 工 学 部 理
工 学 科 に「 DX 人 材 育 成 基 盤 プ ロ グ ラ ム 」を 設 置 す る た め 、理 工 学 部 理 工 学 科
の 入 学 定 員 を 355 名 か ら 395 名 に 変 更 す る と と も に 、収 容 定 員 を 1,440 名 か
ら 1,600 名 に 変 更 す る （ 編 入 学 定 員 10 名 は 変 更 し な い ）。  

 

学 部 ／ 学 科  

変 更 前  
（ 令 和 5 年 4 月 ）  

変 更 後  
（ 令 和 6 年 4 月 ）  

入 学  
定 員  

編 入 学  
定 員  

収 容  
定 員  

入 学  
定 員  

編 入 学  
定 員  

収 容  
定 員  

理 工 学 部  
理 工 学 科  

355 10 1,440 395 10 1,600 

 

 
イ  学 則 変 更 （ 収 容 定 員 変 更 ） の 必 要 性  

 

① 社 会 の 情 勢 と 要 請  

第 ４ 次 産 業 革 命 、 Society5.0 へ 向 け た 取 り 組 み が 進 む な か 、 新 型 コ ロ ナ ウ
イ ル ス の 世 界 的 大 流 行 （ パ ン デ ミ ッ ク ） で 急 速 に 進 展 し た デ ジ タ ル 化 に よ り
我 々 の 生 活 様 式 は 大 き く 変 化 し た 。 今 後 も 産 業 構 造 や 社 会 の 有 り 様 が 大 き く
変 化 し て い く こ と は 想 像 に 難 く な い 。 社 会 経 済 情 勢 の 変 化 、 技 術 開 発 の 動 向
等 に つ い て は 、 生 産 性 や 利 便 性 を 飛 躍 的 に 高 め る デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ
ー シ ョ ン（ DX）の 推 進 が 産 業 、教 育 、行 政 等 の あ ら ゆ る 分 野 に お い て 求 め ら
れ て い る 一 方 で 、2030 年 に は 先 端  IT 人 材 が 54.5 万 人 不 足 す る と い う 調 査
結 果（ 経 済 産 業 省 、「 IT 人 材 需 給 に 関 す る 調 査 」）や 、我 が 国 の デ ジ タ ル 競 争
力 が 、 先 進 諸 国 と 比 べ て 低 い と い う 試 算 も あ る 。 こ の よ う な 情 勢 下 で 、 令 和
4 年 5 月 の 教 育 未 来 創 造 会 議 第 一 次 提 言 「 我 が 国 の 未 来 を け ん 引 す る 大 学 等
と 社 会 の 在 り 方 に つ い て 」 に お い て 、 大 学 等 に お け る デ ジ タ ル ・ グ リ ー ン 等
の 成 長 分 野 へ の 学 部 再 編 等 の 必 要 性 が 指 摘 さ れ て い る 。  

ま た 、大 分 県 に お い て も 、地 域 の 情 報 サ ー ビ ス 企 業 団 体（ 会 員 62 社 ）か ら
の ヒ ア リ ン グ で 、デ ー タ サ イ エ ン ス や IoT ソ リ ュ ー シ ョ ン 領 域 を 中 心 に 人 材
養 成 ニ ー ズ が 寄 せ ら れ 、 大 分 県 内 企 業 の 情 報 人 材 不 足 が 深 刻 で あ り 、 特 に 、
情 報 人 材 た り 得 る 人 材 の 母 数 の 少 な さ が 問 題 で あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る 。
あ わ せ て 、 第 3 期 大 分 県 科 学 技 術 振 興 指 針 （ 令 和 5 年 3 月 ） で は 、 DX 等 の
社 会 変 革 、 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 実 現 等 に 取 り 組 む 中 核 人 材 と し て 、 特 に デ
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ジ タ ル 人 材 や イ ノ ベ ー シ ョ ン を 創 出 で き る 技 術 者 の 育 成 が 不 可 欠 と さ れ 、 理
工 系 大 学 に 進 学 す る 生 徒 の 増 加 を 図 る 取 り 組 み が 明 記 さ れ て い る 。  
【 資 料 １ 「 教 育 未 来 創 造 会 議  我 が 国 の 未 来 を け ん 引 す る 大 学 等 と 社 会 の 在
り 方 に つ い て （ 第 一 次 提 言 の ポ イ ン ト ）」】  
【 資 料 ２ 「 第 3 期 大 分 県 科 学 技 術 振 興 指 針  概 要 」】  

 
② DX 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム の 新 設  

上 記 ① を 踏 ま え 、 本 学 で は 、 不 確 実 で 変 動 性 の 著 し い 社 会 の 維 持 ・ 発 展 、
そ し て 地 域 的 な 課 題 解 決 に 必 要 な DX を 主 導 す る 人 材 を 育 成 す る た め 、 既 存
の 情 報 系 教 育 プ ロ グ ラ ム （ 理 工 学 部 理 工 学 科 知 能 情 報 シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム 及
び 大 学 院 工 学 研 究 科 （ 博 士 前 期 課 程 ） 知 能 情 報 シ ス テ ム 工 学 コ ー ス ） を 母 体
と す る 、理 工 学 部 理 工 学 科「 DX 人 材 育 成 基 盤 プ ロ グ ラ ム（ 以 下「 基 盤 プ ロ グ
ラ ム 」）」（ 令 和 6 年 度 開 始 、 入 学 定 員 40 名 ） 及 び 大 学 院 理 工 学 研 究 科 （ 令 和
7 年 度 に 現 在 の 大 学 院 工 学 研 究 科 か ら 改 組 予 定 ）博 士 前 期 課 程 の 情 報・数 理・
デ ー タ サ イ エ ン ス プ ロ グ ラ ム「 高 度 実 践 系 」（ 以 下「 高 度 実 践 系 」）（ 入 学 定 員
30 名 ） か ら 成 る 「 DX 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム 」 を 新 設 す る 。  

「 DX 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム 」 設 置 に あ た っ て は 、 デ ジ タ ル 分 野 の 高 度 専 門
人 材 の 確 保 を 念 頭 に 「 DX 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム 」 の 研 究 科 に お け る 入 学 定 員
を 30 名 （ 令 和 7 年 度 に 10 名 で 設 置 、「 基 盤 プ ロ グ ラ ム 」 の 学 年 進 行 を 踏 ま
え 令 和 10 年 度 に 30 名 と す る ） と し 、 第 ４ 次 産 業 革 命 で 求 め ら れ る DX の た
め の 情 報 技 術 の 新 た な 領 域 の 学 び 直 し 指 針 （ ITSS+） に 沿 っ た 高 度 な 専 門 ス
キ ル（ 後 進 育 成 可 能 な レ ベ ル ）に 対 応 し た 実 践 的 な 人 材 育 成 を 行 う ｡研 究 科 に
お け る こ の よ う な 高 度 な 知 識 と 実 践 的 ス キ ル の 修 得 に は 、 学 部 レ ベ ル で 基 礎
的 知 識 を 確 実 に 修 得 し た 人 材 が 欠 か せ な い 。 工 学 研 究 科 の 入 学 者 の 大 半 は 理
工 学 部 か ら の 進 学 者 で あ る た め 、 人 材 確 保 の 観 点 か ら 研 究 科 へ の 進 学 者 を 輩
出 す る 「 基 盤 プ ロ グ ラ ム 」 の 入 学 定 員 を 、 在 学 生 （ １ ～ ３ 年 生 ） に 対 す る 進
学 意 向 調 査 で の 進 学 希 望 率 （ 約 75％ ） を 参 考 に 40 名 と し 、 学 部 か ら 研 究 科
へ の 進 学 者 が 高 度 な 専 門 ス キ ル を 基 礎 ス キ ル と 合 わ せ て 効 果 的 に 修 得 で き る
よ う に す る 。  
【 資 料 ３ 「 DX 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム 概 要 」】  

 
ウ  学 則 変 更 （ 収 容 定 員 変 更 ） に 伴 う 教 育 課 程 等 の 変 更 内 容  

 
（ ｱ） 教 育 課 程 の 変 更 内 容  

「 基 盤 プ ロ グ ラ ム 」 は 、 母 体 と な る 「 知 能 情 報 シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム 」 の
教 育 課 程 を ベ ー ス と し 、 DX 推 進 に 携 わ る 専 門 人 材 の 育 成 及 び 研 究 科 で の
高 度 な 専 門 ス キ ル 修 得 を 効 果 的 に 行 え る よ う 教 育 内 容 を 充 実 さ せ る 。「 知
能 情 報 シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム 」で は 、JABEE に よ り 認 定 さ れ た 情 報 系 技 術 者
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教 育 の 国 際 的 枠 組 み で あ る ソ ウ ル 協 定 の 考 え 方 に 準 拠 し 、学 修 目 標 の 具 体
化 、カ リ キ ュ ラ ム 編 成 や 入 学 者 選 抜 、内 部 質 保 証 な ど の 観 点 が 含 ま れ た 審
査 に 承 認 さ れ た 教 育 内 容 を 提 供 し て お り 、「 基 盤 プ ロ グ ラ ム 」で は 、こ の 教
育 内 容 を 踏 襲 し つ つ 、 全 入 学 生 に 卒 業 要 件 と し て  JABEE に 認 め ら れ た 卒
業 認 定 レ ベ ル を 採 用 す る （「 知 能 情 報 シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム 」 で は JABEE 対
応 プ ロ グ ラ ム と 非 JABEE 対 応 プ ロ グ ラ ム が 設 置 さ れ て い る ）。  
【 資 料 ４ 「 DX 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム  カ リ キ ュ ラ ム 概 要 」】  

 【 資 料 ５ 「 知 能 情 報 シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム  ホ ー ム ペ ー ジ (JABEE)」】  
 

（ ｲ） 教 育 方 法 及 び 履 修 指 導 方 法 の 変 更 内 容  

「 基 盤 プ ロ グ ラ ム 」 で は 、 全 学 生 の 卒 業 要 件 と し て  JABEE 対 応 プ ロ グ
ラ ム で 定 め る 卒 業 認 定 レ ベ ル を 採 用 し 、デ ジ タ ル 分 野 に お け る 知 識 や 技 術
の 深 い 修 得 を 得 ら れ る 環 境 を 整 備 す る 観 点 か ら 、「 同 一 科 目 再 履 修 」制 度 を
導 入 し て 、 学 生 が 理 解 度 を よ り 高 め ら れ る よ う に す る 。 ま た 、 ３ 年 次 か ら
４ 年 次 に か け て 履 修 す る「 DX 実 践 PBL」で は 、地 域 の IT 企 業 等 と の 連 携
に よ る ２ か 月 以 上 の 長 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ を 通 じ て 、 地 域 産 業 に お け る
DX 推 進 上 の 課 題 と 向 き 合 い 、 ど の よ う な 知 識 、 ス キ ル が 求 め ら れ て い る
か を 実 践 的 に 学 ぶ こ と を 目 的 と し て い る 。  

ま た 、「 基 盤 プ ロ グ ラ ム 」の 主 な 進 学 先 で あ る 工 学 研 究 科 に お い て は 、既
存 の 教 育 プ ロ グ ラ ム に 加 え て 、第 ４ 次 産 業 革 命 で 求 め ら れ る ICT の 新 た な
領 域 の 専 門 ス キ ル を 修 得 す る た め の 高 度 な 実 践 系 の 教 育 プ ロ グ ラ ム を 実
施 す る 。そ の た め 、 大 学 院 進 学 予 定 者 が 高 度 な 専 門 ス キ ル を 基 礎 ス キ ル と
合 わ せ て 効 果 的 に 修 得 で き る よ う 、学 部 ４ 年 次 に お い て 、研 究 科 の 情 報 専
門 人 材 教 育 コ ア 科 目 を 先 行 履 修 す る こ と を 、大 学 院 進 学 の 必 須 条 件 と し て
履 修 指 導 を 行 う 。 こ の よ う に 、「 DX 実 践 PBL」 や 研 究 科 の 「 高 度 実 践 系 」
の コ ア 科 目 先 行 履 修 な ど に よ り 、定 員 変 更 前 よ り 高 度 な 教 育 を 実 施 す る 体
制 及 び 仕 組 み と な っ て い る 。  

 【 資 料 ４ 「 DX 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム  カ リ キ ュ ラ ム 概 要 」】  
 

（ ｳ） 教 員 組 織 の 変 更 内 容  

  現 在 、「 基 盤 プ ロ グ ラ ム 」 の 母 体 と な る 「 知 能 情 報 シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム 」
の 教 員 組 織 は 、専 任 教 員 12 名（ 教 授 4 名 、 准 教 授 1 名 、講 師 2 名 、助 教
5 名 ） 及 び 兼 担 教 員 2 名 （ 教 授 1 名 、 准 教 授 1 名 ） で あ る 。 定 員 増 と 大 学
院 で の 高 度 実 践 系 科 目 の 拡 充 に 伴 い 、 令 和 ５ 年 度 大 学 ・ 高 専 機 能 強 化 支 援
事 業 の 支 援 に よ り 、令 和 7 年 度 に 専 任 教 員 を 5 名 増（ 准 教 授 を 想 定 ）の 17
名 と す る 。令 和 5 年 ま で の「 知 能 情 報 シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム 」の 学 生 定 員 は 、
255 名 で あ り 、 教 員 １ 名 当 た り の 学 生 数 は 、 18.2 名 で あ っ た 。 一 方 、 定 員
増 後 の 完 成 年 度 に あ た る 令 和 9 年 度 に は 、定 員  400 名 に 対 し 教 員 数 は  19 
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名 で あ り 、教 員 １ 人 当 た り の 学 生 数 は  21.0人 と な る 。し か し な が ら 、オ ン
ラ イ ン 講 義 の 普 及 も あ り 、 学 生 数 の 増 加 に よ り 講 義 負 荷 が 極 端 に 高 ま る こ
と は な い 。 ４ 年 次 の 卒 業 論 文 指 導 に 関 し て は 、 現 在 、 教 員 １ 人 当 た り の 指
導 学 生 数 が 7人 で あ る の に 対 し 、 令 和 9 年 で も 同 数 に 留 ま る こ と が 確 認 で
き る 。  

 
（ ｴ） 大 学 全 体 の 施 設 ・ 設 備 の 変 更 内 容  

  入 学 定 員 が 40 名 増 員 す る こ と に 伴 い 、講 義 室 の 確 保 、追 加 雇 用 教 員 の 研
究 ・ 教 育 ス ペ ー ス 、 学 部 生 及 び 大 学 院 進 学 後 の 学 生 居 室 の 確 保 が 必 要 と な
る 。 ICT を 活 用 し た オ ン ラ イ ン 講 義 等 の 実 施 に よ り 、 教 育 ・ 研 究 の 質 を 担
保 す る 他 、 旦 野 原 キ ャ ン パ ス の 学 内 施 設 （ 旧 学 内 食 堂 ） を リ ノ ベ ー シ ョ ン
（ 1,339 ㎡ 予 定 ） し て 、「 DX 実 践 PBL」 の よ う な 企 業 と の 協 働 科 目 の 実 施
も 念 頭 に お い た 学 生 教 育 や 研 究 等 に 使 用 で き る 先 進 的 な 教 育 研 究 環 境 「 イ
ノ ベ ー シ ョ ン コ モ ン ズ（ 共 創 拠 点 ）」を 整 備 す る こ と で 対 応 す る 。こ の イ ノ
ベ ー シ ョ ン コ モ ン ズ （ 共 創 拠 点 ） は 、 演 習 や 課 題 に 取 り 組 む 学 生 相 互 の コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 教 員 に よ る 学 生 指 導 、 研 究 者 間 の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン の
場 と し て も 活 用 可 能 な 場 と し て 整 備 さ れ 、 教 育 ・ 研 究 環 境 の 質 的 向 上 に つ
な が る も の で あ る 。  

 【 資 料 ６「 DX 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム  イ ノ ベ ー シ ョ ン コ モ ン ズ コ ア の 整 備 構
想 」】  
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